
���

�
�

$

% &'

� �

[

�

$

% &'

���

� [

次の図において，[�の値を求めよ。ただし，$'�は��$�の二等分線である。１.

$% �，%& �，&$ ��である�△$%&�で，�$�の外角の二等分線と，辺�%&�の�&�を２.

越える延長との交点を�'�とする。%'�の長さを求めよ。

次の図において，2，,�はそれぞれ�△$%&�の外心，内心である。���，����では��[，�\�３.

の大きさを，����では��[�の大きさをそれぞれ求めよ。
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右の図において，点�*�は�△$%&�の重心であり，'(6%&

である。このとき，[，\�の値を求めよ。
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平行四辺形�$%&'�の対角線の交点を�2�とする。また，

辺�&'�の中点を�(，$(�と�%'�の交点を�)�とする。

△$)'�の面積が��� �FP �のとき，△$%2�の面積を求

めよ。

５.

△$%&�において，辺�%&�の中点を�'，辺�$&�の中点を�(�とし，$'�と�%(�の交点を�)�６.

とする。△$%&�の面積を�6�とするとき，次の三角形の面積を�6�で表せ。
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次の図で，�[�の大きさを求めよ。ただし，����では�$& $'�である。７.
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次の図において，�[�の大きさを求めよ。８.

$% �，%& �，&$ ��である�△$%&�の内接円が，辺�$%�と接する点を�'�とすると９.

き，$'�の長さを求めよ。
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次の図で，直線�@は点�$�における円の接線である。�[�の大きさを求めよ。10.
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次の図において，[�の値を求めよ。11.

半径が異なる���つの円があり，中心間の距離が���ならば外接し，��ならば内接する。12.

このとき，��つの円の半径を求めよ。

下の図において，直線�$%�は円�2，2 ��に，それぞれ点�$，%�で接している。円�2�の13.
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半径が��，円�2 ��の半径が���であるとき，線分�$%�の長さを求めよ。

���　　　　　　　　　　　　　　　　　　　���

△$%&�において，辺�%&�を��：��に外分する点を�3，辺�$%�を��：��に内分する点を�5�14.

とし，35�と�$&�の交点を�4�とする。このとき，$4：4&を求めよ。

△$%&�の辺�$%，$&�上にそれぞれ点�5，4�があり，$5：5% �：�，15.

$4：4& �：��である。線分�%4�と�&5�の交点を�2，直線�$2�と辺�%&�の交点を�3�と

するとき，次の比を求めよ。
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次の図において，[�の値を求めよ。ただし，$'�は��$�の二等分線である。１.
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���　$%：$& %'：'&�であるから　　�：� �：[
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$% �，%& �，&$ ��である�△$%&�で，�$�の外角の二等分線と，辺�%&�の�&�を２.

越える延長との交点を�'�とする。%'�の長さを求めよ。
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の大きさを，����では��[�の大きさをそれぞれ求めよ。
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右の図において，点�*�は�△$%&�の重心であり，'(6%&

である。このとき，[，\�の値を求めよ。
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平行四辺形�$%&'�の対角線の交点を�2�とする。また，

辺�&'�の中点を�(，$(�と�%'�の交点を�)�とする。

△$)'�の面積が��� �FP �のとき，△$%2�の面積を求

めよ。
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△$%&�において，辺�%&�の中点を�'，辺�$&�の中点を�(�とし，$'�と�%(�の交点を�)�６.

とする。△$%&�の面積を�6�とするとき，次の三角形の面積を�6�で表せ。
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次の図で，�[�の大きさを求めよ。ただし，����では�$& $'�である。７.
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次の図において，�[�の大きさを求めよ。８.
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 解説

���　直線�$'�と直線�&(�の交点を�)�とすると　　�&') ����

　また　　　　　�')& ������� ���

　したがって　　[ ���������� 
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���　直線�$'�と直線�%&�の交点を�(�とすると　　�&'( [

　また　　　　　�'&( ����[

　よって，△'&(�において　　[����� 
�[ ���� ����

　したがって　　[ ��������� 
���� 	� ���

$% �，%& �，&$ ��である�△$%&�の内接円が，辺�$%�と接する点を�'�とすると９.

き，$'�の長さを求めよ。
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 解説

△$%&�の内接円と辺�%&，&$�との接点をそれぞれ�(，)�とする。

$' [�とおくと，$' $)�から　　$) [

また　　　%' $%�$' ��[，　&) $&�$) ��[

%' %(，&( &)�であるから　　　%( ��[，　&( ��[

%& %(�&(�であるから　　��� �� 
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次の図で，直線�@は点�$�における円の接線である。�[�の大きさを求めよ。10.
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次の図において，[�の値を求めよ。11.
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 解説

���　方べきの定理により　　　3$･3& 3%･3'

　よって　　�･[ �･�　　　　したがって　　[ 
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���　方べきの定理により　　　3$･3% 3&･3'

　よって　　�� 
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　[!��であるから　　[ �(�

���　方べきの定理により　　　3$･3% �37

　よって　　�� 
�� ･� �[ 　　　　したがって　 �[  ��

　[!��であるから　　[ (��

半径が異なる���つの円があり，中心間の距離が���ならば外接し，��ならば内接する。12.

このとき，��つの円の半径を求めよ。

S　�，�

 解説

��つの円の半径を�U，U ���U 
!U � �とすると

　　　　　U�U � �　……�①

　　　　　U�U � �　……�②

①，②�を解いて　　U �，U � �

すなわち，��つの円の半径は　　�，�

下の図において，直線�$%�は円�2，2 ��に，それぞれ点�$，%�で接している。円�2�の13.
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���　右の図のように，点�2 ��から線分�2$�に垂線�2 �+

　を下ろすと
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���　右の図のように，点�2 ��から線分�2$�の延長に

　垂線�2 �+�を下ろすと

　　　2+ 2$�+$ 2$�2 �% ��� �

　△22 �+�は直角三角形であるから
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△$%&�において，辺�%&�を��：��に外分する点を�3，辺�$%�を��：��に内分する点を�5�14.

とし，35�と�$&�の交点を�4�とする。このとき，$4：4&を求めよ。
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△$%&�の辺�$%，$&�上にそれぞれ点�5，4�があり，$5：5% �：�，15.

$4：4& �：��である。線分�%4�と�&5�の交点を�2，直線�$2�と辺�%&�の交点を�3�と

するとき，次の比を求めよ。
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